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　蒲生慶一先生と親しくお話ができるように
なったのは、私が AA 研から学部・大学院に所
属を移したのち、とくに国際社会学部の運営を
任された2019年以後のことです。たいてい
夜おそい時間に、研究講義棟3階の執務室ま
で、蒲生先生はふらり立ち寄ってくださいまし
た。人なつこい笑顔と巨躯が、なんの気兼ねも
ない感じで開け放しのドアから不意に現れるた
びに、私はどれほど救われた気持になったこと
でしょう。来訪の用向きはどちらかといえば建
前で、じつは私が不慣れな仕事に困り果ててい
ないか、そして何か自分にも手助けができない
かをたえず確かめにこられていたのだと思いま
す。いちど厄介な案件で本当に私が息を切ら
していた時、「関係の学内各部署とは私のほう
でひととおり話をつけておいたので、もう大丈
夫ですよ」と、前ぶれもなくひとこと告げに来て
くださったその柔和な笑顔を、私は忘れること
ができません。仕事がしんどくなっている同僚
への声がけにかぎらず、大事な単位を落として
進級や卒業が危ぶまれる学生に対しても、蒲生
先生はなんとか助け船を出せないか、たえず
思案されていました。学内の誰に対しても、真
の意味での「夜回り先生」になろうと努めておら
れたのではないでしょうか。
　一昨年の夏、高校生向け体験授業のご担当
をお願いしたさい、蒲生先生は長文のメール
で、現在のご体調がややすぐれないことを記し
たうえで、それでも「自分が断ればべつの同僚

に負担がかかるので引き受けたい」との返信
をくださいました。私は一読、あわててお詫び
の連絡をさしあげたのですが、自分の甘えも含
め、それが蒲生先生との最後の事務連絡になっ
てしまったことが、悔やまれてなりません。
　昨年3月26日、蒲生先生ご逝去の悲報にふ
れたのち、私はなにひとつ心の整理をつけられ
ないまま、それでも4月からの新年度に臨むほ
かありませんでした。研究室に遺された品々の
うちでも、蒲生先生がよくお召しになっていた
フリースが椅子の背にさりげなく掛けられてあ
る光景を直接目にして、現実から喪われたもの
の計り知れなさだけは受け容れなければと、息
の詰まる思いもいたしました。蒲生ゼミ生の心
のケアを願って教員有志が学生たちと対話の
機会を設けたのちも、「今年も楽しみにしてい
た蒲生先生の経済学が春学期は閉講になって
いるが、どうしたのですか」という一般学生から
の問い合わせは、しばらくのあいだ続きました。
学生に役立つような文献をご自分の研究室に
苦労して取り揃えておかれた教育者としての故
人の遺志を継ぐために、吉田ゆり子先生と大川
正彦先生は、蒲生研究室の書籍情報が散逸し
ないよう、早い時点からご尽力をくださいまし
た。蒲生先生の授業を受けたことのある学部
生数名が、昨夏をかけて全書誌データの入力
作業を敢行し、さらに田島陽一先生、出町一恵
先生、内山直子先生が、この秋から冬にかけて
専門的視点で重要文献を厳選してくださったお
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かげで、今年度中には「蒲生文庫」200点が、
本学附属図書館の経済学書架に移管される見
通しです。
　蒲生先生は「経済」学の知を、他者への気配
りと心遣いからなる最も近しい「済民」の思考
へと拡充し、これをみずからの生そのもので体
現されてきたのではないかと、私は昨年来、た
いせつな交流の記憶をよすがにあらためて感
じてきたしだいです。
　蒲生慶一先生のご冥福を、心からお祈り申し
あげます。

（2022年1月13日識）
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